
市
民
文
芸

短
　
歌

水
野
昌
雄
選

俳
　
句

森
田
公
司
選

川
　
柳

松
岡
惠
美
子
選

No.641
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袋
物
の
商
品
台
を
仕
舞
う
と
き

夏
の
日
の
匂
い
ま
つ
わ
り
て
く
る
　
　
　
　
　
坂
3

神
谷
安
久
子

魔
文
仁
の
丘
戦
争
の
悲
惨
は
せ
る
中

ザ
ワ
ワ
・
ザ
ワ
ワ
と
風
吹
き
抜
け
る
　
　
　
　
本
3

藤
原
　
光
信

川
添
の
歩
道
を
鳩
が
占
領
す

飛
び
立
つ
こ
と
な
く
人
通
り
て
も
　
　
　
　
　
坂
3

川
名
　
佳
子

ベ
ラ
ン
ダ
で
育
ち
し
ト
マ
ト
の
赤
い
実
を

今
日
は
食
卓
で
味
わ
っ
て
い
る
　
　
　
　
　
　
里
　
　
堀
部
　
悦
子

百
歳
以
上
の
行
方
不
明
二
百
八
十
一
名

戦
後
六
十
五
年
目
の
日
本
に
　
　
　
　
　
　
　
緑
2

鳥
居
志
乃
富

被
爆
地
の
川
に
灯
の
点
く
絵
灯
籠
　
　
　
　
　
本
3

菊
地
原
武
昭

兄
上
に
金
魚
掬
ひ
の
コ
ツ
を
訊
く
　
　
　
　
　
桜
4

小
林
　
重
仁

新
涼
の
風
あ
る
土
手
を
歩
き
け
り
　
　
　
　
　
南
2

益
子
　
幸
江

空
蝉
の
す
が
り
て
を
り
ぬ
水
子
仏
　
　
　
　
　
本
4

高
瀬
翡
浪
子

猛
暑
の
日
つ
づ
き
知
人
の
逝
き
に
け
り
　
　
　
桜
1

東
海
林
マ
サ

虫
の
翅
神
輿
の
ご
と
く
蟻
の
列
　
　
　
　
　
　
南
5

吉
永
　
広

坂
道
を
上
ぼ
り
つ
め
た
る
大
夕
焼
　
　
　
　
　
南
5

中
山
　
明
子

案
内
図
何
度
も
見
直
す
大
花
野
　
　
　
　
　
　
緑
1

村
岡
ト
シ
子

脳
ト
レ
を
旅
に
連
れ
出
す
関
所
跡
　
　
　
　
　
里
　
　
渡
邊
　
伸
子

暑
く
と
も
ス
ス
キ
知
っ
て
る
秋
の
風
　
　
　
　
坂
3

永
井
　
久
江

ブ
ラ
ン
ド
の
皿
も
料
理
の
味
の
う
ち
　
　
　
　
南
5

吉
村
戸
支
子

満
天
の
星
に
焦
れ
て
旅
の
宿
　
　
　
　
　
　
　
本
3

加
藤
　
レ
イ

芝
居
は
ね
銀
座
を
ぶ
ら
り
秋
の
風
　
　
　
　
　
里
　
　
磯
貝
　
定
子

大
屋
根
に
太
陽
背
負
う
発
電
機
　
　
　
　
　
　
里
　
　
渡
邊
　
左
吉

冷
蔵
庫
半
額
シ
ー
ル
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
　
　
　
里
　
　
柿
沼
　
君
子

生
き
様
に
ま
か
せ
て
生
き
る
の
も
勇
気
　
　
　
本
2

柳
田
の
ぶ
子

A

第
35
回
社
会
福
祉
大
会

日
　
時

10
月
31
日
（
日
）
式

典
＝
午
前
9
時
半
か
ら
、
ふ
れ
あ

い
広
場
＝
午
前
11
時
か
ら

場
　
所

市
役
所
駐
車
場

※
苗
木
の
無
料
配
布（
先
着
200
人
）

も
あ
り
ま
す
。
駐
車
場
は
あ
り
ま

せ
ん
。
お
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会
1

2
8
5
・
2
0
5
0
（
苗
木
の
配

布
は
市
建
設
課
・
内
線
4
3
2
2
）

A

介
護
の
日
記
念
講
演
会

日
　
時

11
月
11
日
（
木
）
午
後

2
時
〜
4
時

場
　
所

西
公
民
館
2
階
ホ
ー
ル

内
　
容

認
知
症
の
予
防
に
つ
い

て講
　
師

宮
永
和
夫
氏
（
南
魚
沼

医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
、
南
魚
沼

市
立
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院
院
長
）

定
　
員

200
人
（
費
用
は
無
料
）

国
土
交
通
省
で
は
、
将
来
の
交

通
計
画
を
立
て
る
た
め
の
基
礎
資

料
を
得
る
た
め
、
概
ね
5
年
ご
と

に
全
国
一
斉
に
、「
道
路
交
通
セ

ン
サ
ス
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
全
国
調
査
実
施
年
度
と

な
っ
て
お
り
、
国
土
交
通
省
が
管

理
す
る
自
動
車
登
録

情
報
に
よ
り
無
作
為

に
抽
出
し
た
調
査
対

象
車
両
の
所
有
者

へ
、
10
月
〜
11
月
に

調
査
票
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

国
土
交
通
省
大
宮
国
道

事
務
所
計
画
課
1
0
4
8
・
6
6

9
・
1
2
0
5

県
で
は
、
重
要
な
施
策
等
を
立

案
す
る
際
、
そ
の
案
を
広
く
県
民

の
皆
さ
ん
に
公
表
し
、
い
た
だ
い

た
ご
意
見
を
考
慮
し
て
意
思
決
定

を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
の

一
部
改
正
案

募
集
期
間

10
月
16
日
（
土
）
〜

11
月
15
日
（
月
）

問
合
せ

（
大
気
関
係
）
県
大
気

環
境
課
1
0
4
8
・
8
3
0
・
3

0
5
8
（
水
関
係
）
県
水
環
境
課

1
0
4
8
・
8
3
0
・
3
0
8
1

日
　
時

10
月
26
日
（
火
）
午
後

2
時
〜
3
時
半

場
　
所

西
公
民
館
1
階
会
議
室

内
　
容

「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」

皆
さ
ん
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う

対
　
象
　
65
歳
以
上
の
方
20
人

費
　
用

無
料
（
当
日
参
加
可
）

申
込
み
・
問
合
せ

市
西
部
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
1
2
8
0
・

5
2
2
2

●「
ス
ト
レ
ス
と
健
康
」

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合
い

な
が
ら
、
よ
り
良
く
生
活
し
て
い

く
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
講
演
し

ま
す
。

日
　
時

10
月
21
日
（
木
）
午
後

1
時
〜
2
時
半

場
　
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

講
　
師

鈴
木
は
る
江
氏
（
人
間

総
合
科
学
大
学
教
授
）

対
　
象
　
65
歳
以
上
の
方
、
認
知

症
の
予
防
や
介
護
に
関
心
の
あ
る

方
30
人

費
　
用

無
料
（
当
日
参
加
可
）

申
込
み
・
問
合
せ

市
東
部
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
1
2
8
4
・

1
2
5
0

投稿は 1 部門 2 首（句）以内。部門を明記し漢字にはふりがなをふり毎月末日までに。掲載は 1 人 1 部門とさせていただきます。
なお、掲載作品は、選者により添削されている場合があります。

第
4
回

認
知
症
予
防
教
室

社
会
福
祉
協
議
会

1
2
8
5
・
2
0
5
0

道
路
交
通
セ
ン
サ
ス

意
見
を
募
集
し
ま
す

県
民
コ
メ
ン
ト
制
度

共同募金にご協力を！
「じぶんの町を良くするし

くみ」をメインテーマに、12
月31日（金）まで赤い羽根を
シンボルとした共同募金運動
を展開します。皆様のご協力
をお願いいたします。
問合せ 県共同募金会鳩ヶ谷
市支会1285－2050

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン



住
宅
、
生
活
に
関
す
る
窓
口
の
案

内
（
費
用
は
無
料
）

申
込
み
・
問
合
せ

埼
玉
県
労
働

相
談
セ
ン
タ
ー
1
0
4
8
・
8
3

0
・
4
5
2
2

対
　
象
　
市
内
在
住
で
60
歳
以
上

の
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
方

入
会
説
明
会

毎
月

第
3
火
曜
、
午
後
1

時
半
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
（
八
幡
木
1
〜
19
〜
4
）
で

問
合
せ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
事
務
局
1
2
8
1
・
9
8
8
1

日
　
時
　
10
月
23
日
（
土
）
午
後

2
時
〜
3
時
半

場
　
所
　
中
央
公
民
館

内
　
容

心
と
身
体
の
健
康

費
　
用

無
料

問
合
せ

家
庭
倫
理
の
会
・
岩
渕

1
2
8
1
・
5
3
2
0

10
月
24
日
（
日
）、
朝
霞
訓
練

場
で
自
衛
隊
記
念
日
記
念
行
事
観

閲
式
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に

伴
い
、
10
月
13
日
（
水
）
以
降
、

訓
練
お
よ
び
予
行
の
た
め
航
空
機

が
飛
行
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
訓
練
日
程
は
陸
上
自
衛
隊

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。http://w

w
w
.m
od.go.jp/

gsdf/eae/index.htm
l

問
合
せ

陸
上
自
衛
隊
朝
霞
駐
屯

地
1
0
4
8
・
4
6
0
・
1
7
1
1

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
と
就
労

の
場
の
確
保
を
図
る
た
め
、
県
南

地
域
を
管
轄
す
る
川
口
・
大
宮
・

浦
和
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
合
同
で

面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時

10
月
19
日
（
火
）
午
後

1
時
〜
4
時

場
　
所

さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア

リ
ー
ナ
展
示
ホ
ー
ル
（
さ
い
た
ま

市
中
央
区
新
都
心
8
番
地
）

申
込
み
・
問
合
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
川
口
1
2
5
1
・
2
9
0
1

参
加
予
定
企
業
は
30
社
、
参
加

企
業
求
人
情
報
を
来
場
者
全
員
に

配
布
し
ま
す
。

日
　
時
　
10
月
13
日
（
水
）
午
後

1
時
〜
4
時

場
　
所
　
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

4
階
市
民
ホ
ー
ル

対
　
象

平
成
23
年
3
月
大
学
・

短
大
・
専
門
学
校
を
卒
業
見
込
の

方
（
1
〜
3
年
以
内
程
度
の
既
卒

者
参
加
可
）

問
合
せ

県
雇
用
対
策
協
議
会
1

0
4
8
・
6
4
7
・
4
1
8
5

日
　
時

10
月
23
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
4
時

場
　
所

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

6
階
6
0
1
会
議
室

内
　
容
　
q
解
雇
・
退
職
勧
奨
、

賃
金
不
払
い
そ
の
他
労
働
問
題
w

労
働
保
険
、
社
会
保
険
e
就
業
、

駅
」
を
整
備
す
る
場
合
の
補
助
金

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
補

助
内
容
は
1
ヶ
所
10
万
円
以
内
、

1
施
設
10
ヶ
所
ま
で
。
申
請
期
限

は
10
月
29
日
（
金
）
ま
で
で
す
。

ま
た
、
す
で
に
お
む
つ
交
換
台
や

授
乳
ス
ペ
ー
ス
を
有
す
る
民
間
施

設
も
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
と
し
て

の
登
録
が
可
能
で
す
。
登
録
さ
れ

る
と
施
設
に
掲
示
す
る
「
登
録
ス

テ
ッ
カ
ー
」
が
配
布
さ
れ
、
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
さ
れ
ま

す
。
詳
し
く
は
県
少
子
政
策
課
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

県
少
子
政
策
課
1
0
4

8
・
8
3
0
・
3
3
4
3

100
人
、
要
事
前
申
込
）

費
　
用

無
料

申
込
み
・
問
合
せ

県
住
宅
課
1

0
4
8
・
8
3
0
・
5
5
7
3

県
で
は
、
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
や
外
食
店

舗
、
病
院
な
ど

来
訪
者
を
特
に

限
定
し
な
い
民

間
施
設
が
、
お

む
つ
替
え
ま
た

は
授
乳
が
可
能
な
「
赤
ち
ゃ
ん
の

日
　
時
　
10
月
23
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
4
時

場
　
所
　
川
口
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー
リ
リ
ア
1
階
催
し
広
場

対
　
象

管
理
組
合
役
員
お
よ
び

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
に
興
味
の
あ
る
方

内
　
容

q
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
相

談
（
午
前
10
時
〜
11
時
50
分
、
当

日
受
付
）、
w
セ
ミ
ナ
ー
「
知
っ

て
お
き
た
い
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の

７
箇
条
・
私
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
ペ

ッ
ト
が
飼
え
る
よ
う
に
な
っ
た

訳
」（
午
後
1
時
〜
4
時
、
定
員

11
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先
日
、パ
リ
旅
行
の
お
土
産
に
、

日
本
を
代
表
す
る
和
菓
子
屋
さ
ん

の
パ
リ
支
店
で
発
売
中
の
羊
か
ん

と
マ
カ
ロ
ン
を
い
た
だ
い
た
。
チ

ョ
コ
風
味
の
羊
か
ん
と
和
菓
子
風

の
マ
カ
ロ
ン
だ
。
美
味
し
か
っ
た

か
と
言
わ
れ
れ
ば
、
未
体
験
の
不

思
議
な
味
。
想
像
で
き
な
い
味
だ

っ
た
。

今
、
日
本
は
大
変
な
ス
ウ
ィ
ー

ツ
ブ
ー
ム
で
あ
る
。
で
も
い
つ
頃

か
ら
お
菓
子
や
ケ
ー
キ
を
ス
ウ
ィ

ー
ツ
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
ス
ウ
ィ
ー
ツ
の
領
域
は

年
々
拡
が
っ
て
お
り
、
最
近
は
女

性
の
間
で
は
和
菓
子
や
マ
ン
ゴ
ー

な
ど
の
フ
ル
ー
ツ
類
も
呼
ぶ
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
昨
年
、
京
都
に

行
っ
た
時
、「
和
ス
ウ
ィ
ー
ツ
」

と
い
う
旗
を
立
て
た
和
菓
子
屋
さ

ん
が
目
に
入
っ
た
。
格
式
あ
る
お

店
で
は
な
か
っ
た
が
、そ
の
時
は
、

ス
ウ
ィ
ー
ツ
と
い
う
言
葉
が
お
し

ゃ
れ
な
言
葉
だ
と
思
っ
て
、
キ
ャ

ッ
チ
コ
ピ
ー
に
し
て
い
る
と
思

い
、
何
か
乗
せ
ら
れ
て
い
る
と
感

じ
た
。

子
ど
も
た
ち
の
将
来
な
り
た
い

職
業
に
「
パ
テ
ィ
シ
エ
」
の
希
望

が
多
い
の
だ
そ
う
だ
。
た
ぶ
ん
、

ケ
ー
キ
屋
や
洋
菓
子
屋
さ
ん
の
イ

メ
ー
ジ
で
考
え
て
お
り
、
日
本
伝

統
の
和
菓
子
屋
さ
ん
と
は
考
え
て

い
な
い
と
思
う
。

洋
菓
子
と
和
菓
子
と
は
、
製
造

技
術
や
材
料
等
に
根
本
的
な
違
い

ス
ウ
ィ
ー
ツ
の
時
代

が
あ
る
。
ま
た
、
洋
菓
子
は
食
事

と
と
も
に
発
展
し
、
和
菓
子
は
茶

道
や
社
会
習
俗
等
と
密
接
な
関
係

に
あ
る
。
い
わ
ば
食
の
文
化
に
大

き
な
違
い
が
存
在
し
て
い
る
。

毎
年
6
月
16
日
は
和
菓
子
の
日

で
あ
る
。
平
安
中
期
に
疫
病
対
策

と
し
て
、
天
皇
が
菓
子
や
お
餅
を

神
前
に
供
え
、
健
康
招
福
を
祈
っ

た
日
だ
そ
う
だ
。
し
た
が
っ
て
、

お
菓
子
は
厄
除
け
、
招
福
を
願
っ

て
食
べ
る
も
の
で
、
そ
の
後
、
茶
道

の
発
達
と
と
も
に
そ
の
役
割
を
変

化
さ
せ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
う

し
た
我
が
国
の
食
文
化
を
正
し
く

伝
え
て
ゆ
く
こ
と
も
食
育
で
あ
る
。

甘
い
も
の
だ
か
ら
、
す
べ
て
を

ス
ウ
ィ
ー
ツ
と
呼
ん
で
し
ま
う
の

は
い
か
が
な
も
の
か
。で
も
将
来
、

和
菓
子
職
人
が
和
パ
テ
ィ
シ
エ
と

呼
ぶ
時
代
が
来
る
か
も
し
れ
な

い
。

障
害
者
県
南
地
域

就
職
面
接
会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
会
員
募
集

第
2
次
求
人
企
業

合
同
面
接
会

自
衛
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」

補
助
金
申
請
受
付

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

基
礎
セ
ミ
ナ
ー

家
庭
倫
理
の
会

解
雇
等
緊
急
労
働
相
談


